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地球環境保護，温暖化抑止の観点から，ディー
ゼル車両に対する排出ガス規制は年々強化されて
来ており，高効率化を目指して燃費規制も施行さ
れつつある．
ディーゼルエンジンは元来燃焼効率が良く，ヨ

ーロッパ市場ではディーゼル化率が増加している
現状であるが，より環境に優しい車両を目指し，
燃料噴射システムに対して，更なる高噴射圧化，
噴射率パターン制御の実現及び噴射時期制御の自
由度向上が要求されている．
今回，従来のＩＤＩエンジン用電子制御分配型

噴射システムを基本として，高噴射圧化，パイロ
ット噴射及び噴射時期制御巾拡大を実現したＤＩ
エンジン用ECD-V5を開発した．特にパイロット
噴射は，フェイスカム方式分配型噴射システムに
て，世界で初めて実用化し，1999年６月より量産
開始した．
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近年，環境・省エネの観点から自動車部品の低
騒音化・小型軽量化の要求が増大している． 特
にモータ製品では，回転時のうなり音，回転体の
振れを低減するための高精度なバランス取りが必
須で，高精度・高速なバランシングマシンが要求
されている．
そこで，高精度化においては，「波形トレース

（ディジタルフィルタ採用）」，「惰性回転計測」の
技術を開発し高精度2.5倍を実現した． また高速
化においては，「スリップレス制御（ワークと制
動ベルト間のスリップを解消）」，「動的基準位置
決め」，「合格値狙い修正」の技術を開発し高精度
２倍を実現した．
これらの５つの技術をスタータ及びオルタネー

タの量産ラインに適用し，製品の残留アンバラン
ス量の低減を図り，モータの低騒音化・小型化に
貢献するとともに設備の高速化を実現した．
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車両暖房は，一般にエンジン廃熱(冷却水)を利
用しているが，ディーゼル車やハイブリッド省燃
費車では，暖房に十分な熱量が得られない．
内外気２層エアコンユニットは，｢防曇を行う

窓近傍には低湿度な外気加熱空気｣を，｢基本空調
を行う足元には暖かい内気加熱空気｣を吹き出す
２層流を実現するものであり，車両暖房負荷の
60％を占める換気熱損失を低減することによっ
て，少ない熱量で効率的な暖房を行なうことがで
きる．従来の車両暖房が，防曇のため，外気導入
空気のみの加熱を基本としていたのに比較し，足
元風は，内気を再加熱・循環させるので，換気熱
損失を半減でき，従来の70％の熱源で同等の暖
房効果が得られる．
「自動車の暖房熱源低下という時代の趨勢を踏

まえた上で，今後の空調装置の考え方を示唆し
た．」ことが評価された．
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近年，車両静粛性向上の一つとして，エアコン
のON/OFF時にマグネットクラッチのON/OFF
切り替わりで発生するショックを低減する要求が
欧州を中心に高まっている．このショックはマグ
ネットクラッチに替え，通常はトルク変動を吸収
しながらコンプレッサにトルクを伝達し，コンプ
レッサが焼付いた場合のみリミッタとして働く
DL（Damping ＆ Limiting）プーリと常時駆動の
可変容量コンプレッサとを組み合わせることでな
くすことができる．
今回，トライボロジー（摩擦）技術を利用した

新規なDLプーリを開発した．厳しい実車環境で
も安定な摩擦係数を有する摩擦材を開発し，DL
プーリのキーとなるトルク伝達･リミッタ部に採
用したこと及び，トライボロジー技術の製品への
積極的採用が評価された．
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近年，省エネルギーの観点より自動車では軽量
化による燃費向上が重要なテーマとなっている．
ラジエータにおいても銅合金製からアルミニウム
製への変更を進めてきたが，アルミラジエータに
おいても更なる軽量化が求められており，構成部
材の薄肉化が不可欠である．
そこで今回，ラジエータの主要部材であるフィ

ン材の薄肉化に着手し，その重要特性である熱伝
導率と強度といった一般的に相反するとされる特
性を両立させる材料の開発に成功した．
本材料のポイントは，材料の分散析出強化に着

眼し，上記特性の両立に添加成分としてＮｉが有
効であることを見出した点にあり，これにより製
品への適用を可能とした．
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アルミラジエータ用高熱伝導フィン材
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近年，エンジンの希薄燃焼化により，スパーク
プラグの着火性向上が強く要求されてきた．この
着火性向上のためには，電極の細径化が必要だが，
電極の細径化とスパークプラグの寿命とは二律背
反の関係である．
そのため，従来よりＰｔ（白金）材より高融点

貴金属であるＩｒ（イリジウム）材が着目されて
きたが，Ｉｒ材は，高融点だが，容易に酸化揮発
消耗（酸化物を形成し蒸発）するという課題を有
し，実用化には至っていなかった．
本発明では，このＩｒ材に対して，従来全く注目
されていなかったＲｈ（ロジウム）材を所定量添
加することにより，スパークプラグの中心電極と
して使用した場合においても，酸化揮発消耗を大
幅に抑制できるＩｒ合金よりなる電極を提供する
ことを特徴とする発明である．
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石丸会長（当時）と受賞者

本発明により，世界ではじめて，中心電極の径
が0.4mmという超極細径でありながら長寿命な
る高性能スパークプラグ（商品名：イリジウムパ
ワー）を提供できるようになった．
〔特許　第2877035号（登録日：1999.1.22）〕


